
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
本町では、「第５期中標津町総合発展計画」に基づき、「パートナーシップで進めるまちづくり」を推進するに

あたり、平成１９年３月中標津町「パ－トナーシップで進めるまちづくり」町民会議より提言を受け、「安心して

暮らせる、住みやすく、住み続けたいまち」を実現するため、町民、企業、団体、行政との協働のまちづくりを

推進してきました。また、２３年度からは、スタートした「第６期中標津町総合発展計画」により、その基本理

念に基づき、「連携と協働」でつくる、希望あふれるまちづくりを推進していきます。 
 そのために、町民、企業、団体と議会、行政との「情報共有」、「町民参加」、「協働」を基本原則に掲げた「中

標津町自治基本条例」を制定しました。 

この条例は、町民、議会及び行政が安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会を築くため、町民が主体の

自治の実現を図ることを目的として、平成２４年４月１日より施行いたします。 
中標津町長 小 林   実 

 

【地方分権、地域主権よる町民参加の拡がりと協働の自治の実現】 

  町民参加の拡がりにより、町民の当然の権利として、知る権利、行政を監視する権利、行政に参加する権利

などが認識されるようになりました。それは、公共的な問題解決の役割を担い、地域での社会的な自己表現を

図る町民が、町内会及び町民活動団体とともに、町民活動の機運を高め、このような参加を促し、促進してい

くことが求められているということです。 

  また、自治体を取り巻く環境が変化している中、行政主導による画一的な政策だけでは、地域の複雑な課題

に対応できないことが多く生じるようになりました。このため、地域で本当に必要な行政サービスが何かとい

うことを、町民とともに考えなくてはならない状況にあります。そこで、町民、議会、行政の役割分担を明確

にし、協力して住みよいまちにしていくこと、すなわち、協働の自治の実現が必要となっています。 

今まで、国などからの通知・通達に基づいて行政が主導的に政策決定を行なっていました。これまでも、政

策決定にまったく町民の声が反映されていなかったわけではありません。しかし、平成１２年の地方分権一括

法の施行以降、それまで行なわれていた、国の強力な指導による横並びの地方行政にかわり、「町民が主体の

自治の実現」が求められることになりました。同法では、地方の自治・独立した自治体運営を求めており、こ

のことにより、これまでの通達に頼らない、自治体の独自性、いわゆる地方分権が求められています。また、

自治の主役はあくまでも町民であることを確認しています。さらに、地域主権改革が進められており、ますま

す、地方自治体の自主性及び自立性が求められてきています。 

  自治基本条例は、こうした状況に対応するため、これからの行政運営のよりどころとする基本理念・基本原

則、町民の役割、議会の責務、行政の責務、町民参加の方法などに関する基本的な事項を体系的に定め、明ら

かにすることから、最高規範である「中標津町民の憲法」というべきものといえます。 

  自治基本条例の制定に関しては、策定過程に町民の意思が反映されていること、中標津町の状況に適したも

のであることなどが求められることから、行政が主導で策定するものではなく、主権者である町民が主体とな

って中標津町の自治に必要なルールは何か、どのような形式がいいのかを十分に検討し、町民、議会、行政が

ともに策定することが最も重要なこととなります。 
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町 民 憲 章 
                                       （昭和 40年 7月 1日制定）  

わたしたちは、朝夕気高い武佐岳を仰ぎ、標津川の流れとともにひらけゆく中標津の町民です。          

 はてしない緑の原に、先人のきびしい開拓のあとをしのび、その心をうけて、みんなの力で明るい豊かなまちをつくるた

めに、この憲章をさだめます。         

１ からだをきたえ、しあわせな家庭にしましょう。 

１ 体位を増進しよう。  

２ 健全な子供を育てよう。 

３ 老人をうやまおう。  

４ 家族は協力しよう。  

５ レクリエーションやスポーツをしよう。 

１ 誇りをもって働き、豊かなまちにしましょう。 

１ 明るい職場にしよう。 

２ 職場の安全につとめよう。 

３ 資源をいかそう。  

４ 生産をたかめよう。  

１ きまりを守り、明るいまちにしましょう。 

１ 時間を守ろう。 

２ 交通道徳を守ろう。  

３ 防災、防犯につとめよう。 

４ 公共物を大切にしよう。 

５ お互いにたすけあおう。 

６ 礼儀や、親切を重んじよう。 

１ 自然を愛し、美しいまちにしましょう。 

１ 木や花を育てよう。 

２ 動物を可愛いがろう。 
３ 道路を大切にしよう。  

４ 環境の美化につとめよう。 

１ 教養を高め、よりよい文化を育てましょう。 

１ 衣食住を工夫しよう。  

２ 文化活動を推進しよう。 

３ ゆきとどいた教育をすすめよう。  

４ 文化財を大切にしよう。 
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保存版 

 

【前文】 

 中標津町自治基本条例を制定するにあたっての、理念や基本的な考え方を明らかにします。 

【第１章】総則 

 この条例の目的を明らかにするとともに、用語の定義、自治の『基本理念』、『基本原則』を定めています。 

【第２章】基本原則に基づく制度 

 先に掲げた理念や『情報共有』、『町民参加』、『協働』の原則を受け、具体化するための制度を定めています。 

【第３章】町民 

 町民の権利及び役割を定めています。 

【第４章】町内会及び町民活動団体 

 町内会及び町民活動団体の定義や役割を明らかにするとともに、それにかかわる町民、議会、行政の役割を定

めています。 

【第５章】議会 

 町の意思決定機関としての役割や権利、責務について定めています。 

【第６章】行政 

 町長、行政、職員について、それぞれの責務を定めています。 

【第７章】議会と行政の関係 

 議会と行政の関係について定めています。 

【第８章】行政運営 

 総合計画や評価、危機管理体制など、行政運営のために必要な基本的な制度等を定めています。 

【第９章】連携及び交流 

 国内外の交流を深めるとともに、中標津町だけでは対応が難しい課題について、他の自治体や団体、国及び北

海道と連携し解決にあたることを定めています。 

【第 10章】条例の見直し 

 この条例の見直しについて定めています。 

【第 11章】条例の位置付け 

 この条例が、中標津町の運営を支える基本的な考え方や仕組みを定めた、中標津町の憲法（最高規範）として

位置付けることを定めています。 
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（条例の見直し） 

第37条 この条例の見直しは、施行の日から起算して 5年を超えない期間ごとに行います。 

２ 町長は、前項の見直しに当たっては、次条に定める中標津町自治推進会議に、必要な意見

を求めます。 

３ 議会及び町長は、前２項に規定する検討の結果を踏まえ、この条例とこの条例に基づく制

度を見直すことが適当であると判断したときは、必要な措置を講じます。 

（中標津町自治推進会議） 

第38条 この条例を守り育て、実効性を高めるため、町長の附属機関として中標津町自治推進

会議（以下「推進会議」という。）を設置します。 

２ 推進会議は、町長の諮問に応じ審議し、答申します。 

３ 推進会議は、次の事項について意見を述べることができます。 

（１）この条例に基づく、町民参加の状況、条例の運用状況に関する事項  

（２）この条例の見直しに関する事項 

（３）この条例の推進に関する基本的な事項 

４ 前３項に定めるもののほか、推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、別に規則で定

めます。 

（条例の位置付け） 

第 39条 この条例は、安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会を築くための中標津町

の自治の実現に関する最高規範として位置付けます。 

２ 町民、議会及び行政は、この条例を誠実に遵守しなければなりません。 

３ 議会及び町長は、この条例の趣旨に基づき、各分野における基本条例を制定し、他の条例

を体系的に整備します。  

第10章 条例の見直し 

第11章 条例の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中標津町は、東経 145度、北海道東部の内陸に位置し、知床から摩周、阿寒に連なる山々に

守られ、標津川の流れに育まれてひらかれたまちです。 

明治の末に始まった原野の開拓は、先人たちのたゆまぬ努力や助け合う心により、冷害凶作

などの困難をのり越え、酪農地帯をつくりあげ、さらに、鉄道の分岐点となった市街地では、

商工業の発展により、周辺から人が集まる中核的な都市へと進展してきました。 

わたしたちは、あらためてこのまちの風土や歴史を知り、次世代を担う子どもたちに胸を張

って誇れる故郷を築くため、澄みきった空気、豊かな緑、きれいな水を守り、人と人とのつな

がり、人と自然との共生を利そうとするまちにしていかなければなりません。 

そのために、「みんなの力で明るい豊かなまちをつくる」という町民憲章を尊重し、自ら考

え、行動し、決定することによる町民が主体の自治の実現の最高規範として、ここに中標津町

自治基本条例を制定します。  

（目的） 

第１条 この条例は、中標津町の自治の基本理念と基本原則を定め、町民の権利及び役割並び

に議会及び行政の責務を明らかにし、安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会を築く

ための基本的な事項と制度を規定することにより、町民が主体の自治の実現を図ることを目

的とします。 

（用語の定義） 

第２条 この条例で使用する用語を、次のとおり定義します。 

（１）町民 町内に住所を有する人（以下「住民」という。）、町内で働く人、町内で学ぶ人

及び町内で活動する法人その他の団体をいいます。 

（２）議会 住民から選挙で選ばれた町議会議員によって構成される意思決定機関をいいま

す。 

（３）行政 町長及び執行機関（教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固

定資産評価審査委員会）をいいます。 

（自治の基本理念） 

第３条 町民、議会及び行政は、中標津町民憲章を尊重し、安心して心豊かに暮らすことので

きる地域社会を築くため、町民が主体の自治を推進することを基本とします。 

（自治の基本原則） 

第４条 町民、議会及び行政は、次の原則に基づき、中標津町の自治の実現を図ります。 

（１）情報共有 議会及び行政が持つ情報を積極的に公開し、説明することにより、町民と

共有することをいいます。 

（２）町民参加 町民が暮らしやすい地域社会をつくるために、主体的にかかわり、行動す

ることをいいます。 

（３）協働 町民、議会及び行政が共通の目的を実施するために、それぞれの役割と責任に

より、相互の立場を尊重し、対等な関係に立って協力することをいいます。 
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（情報共有） 

第５条 議会及び行政は、町民と情報を共有するため、次の制度を設けます。 

（１）議会及び行政の情報を正確に分かりやすく伝える制度 

（２）議会及び行政の会議を公開する制度 

（３）議会及び行政が保有する文書その他の記録を町民が請求する制度 

２ 議会及び行政は、その保有する情報を統一した基準により管理し、保存しなければなりま

せん。 

３ 前項に規定する基準及び第１項の各号に規定する制度に関し必要な事項は、別に条例で定

めます。 

（個人情報の保護） 

第６条 議会及び行政は、町民の権利や利益が侵害されることのないよう、議会及び行政が持

つ個人情報を保護しなければなりません。 

２ 前項に規定する個人情報の保護に関し必要な事項は、別に条例で定めます。 

（町民参加の機会の確保） 

第７条 議会及び行政は、次の各号に規定する事項を実施する場合は、町民参加の機会を確保

します。ただし、法律及びそれに基づく政令に規定するもの並びに緊急を要するものは、町

民参加を求めないことができます。 

（１）町民に義務を課し、又は町民の権利を制限する内容の条例を制定、改正及び廃止する

とき。 

（２）町民の生活に大きな影響を及ぼす施策を決定するとき。 

（３）広く町民が利用する公共施設の管理運営方法などを決定するとき。 

（４）総合発展計画基本構想及び基本計画（以下「基本計画等」という。）並びに分野別の

基本的な計画の策定、又は見直しをするとき。 

（５）施策を効果的かつ効率的に推進するための行政評価を実施するとき。 

２ 前項の各号に規定するもののほか、町民参加が有効だと思われる場合は、町民が参加でき

る機会を確保します。 

第８条 議会及び行政は、満 20歳未満の青少年及び子どもに対し、それぞれの年齢にふさわ

しい方法により、町民参加の機会を確保します。 

（町民参加の方法） 

第９条 議会及び行政は、必要かつ適切な時期に町民の参加の機会を確保し、次の各号に規定

する方法を活用します。 

（１）審議会等への委員としての参加 

（２）意見交換会等への参加 

（３）アンケート調査等への意見表明 

（４）町民意見募集制度（パブリックコメント）への意見表明 

（５）その他適切な方法 

２ 前項の各号に規定する方法に関し必要な事項は、別に定めます。 

第2章 基本原則に基づく制度 

だから、町民も一緒になって、

話し合っているんだよ 最近「協働」 
ってよく聞くけど・・ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（行政評価） 

第33条 行政は、事務及び事業について適切な評価基準に基づく行政評価を実施し、その結果

を予算、事務及び事業へ反映させます。 

２ 行政評価の実施に当たっては、町民参加による外部評価を行うとともに、行政評価に関す

る情報を分かりやすく公表します。 

３ 町長は必要に応じて、出資、補助及び職員の派遣を行っている法人その他の団体に対する

出資内容、補助内容及び職員の派遣の目的、効果及び必要性について調査と検討を行い、そ

の結果を公表します。 

４ 前３項に規定する行政評価の実施に関し必要な事項は、別に定めます。 

（危機管理） 

第34条 行政は、町民の生命、身体及び財産の安全性の確保と向上を図り、総合的かつ機能的

な危機管理体制の整備を行います。 

２ 行政は、町民の危機管理に対する意識を高め、町民、その他関係機関との連携を図ります。 

３ 町民は、防災等に対する意識の高揚を図り、相互に助け合い、行動します。  

４ 町内会及び町民活動団体は、地域における連携協力体制を構築し、相互に助け合い、行動

します。 

（国、北海道及び他の市町村との連携） 

第35条 議会及び行政は、政策を実施するため必要に応じて、国及び北海道と相互に連携を図

り、適切な措置を講じるよう提案します。 

２ 議会及び行政は、共通する課題の解決を図るため、他の市町村と相互に連携を図ります。 

３ 行政は、広域的な課題を解決するため、北海道及び他の市町村と共同で組織を設置できる

ものとします。 

（国内外との交流） 

第36条 町民、議会及び行政は、国内外の様々な人々や団体との交流を深め、安心して心豊か

に暮らすことのできる地域社会を築くため、得た経験、知識及び技術を活かし、町民が主体

の自治の確立に取り組みます。 

第９章 連携及び交流 
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（総合計画） 

第28条 町長は、行政運営を総合的かつ計画的に運営するため、基本計画等を定めます。 

２ 行政は、基本計画等以外の計画の策定と実施に当たっては、基本計画等との整合性を図り

ます。 

３ 行政は、基本計画等その他の計画の策定に当たっては、多くの町民の意見を反映させるた

め、町民参加を積極的に進めます。 

４ 行政は、基本計画等その他の計画の実施に当たっては進行状況を適切に把握し、毎年当該

計画の内容について見直しをするとともに、町民に分かりやすく公表します。 

（財政運営） 

第29条 町長は、基本計画等に基づき、予算を編成し、財源及び財産の効果的かつ効率的な活

用を図り、財政運営に関する計画を定め、財政の健全な運営を行います。 

２ 町長は、予算と決算の内容及び財政運営の状況を町民に分かりやすく公表しなければなり

ません。 

（政策法務） 

第30条 町長は、政策の実現のため、必要に応じて条例、規則その他の規程の制定、改正及び

廃止を行います。 

２ 町長は、政策の実現のため、法令等の自主的かつ適正な解釈及び運用を行います。 

（職員の任免及び育成） 

第31条 行政は、公正かつ適正な手続により職員を任免します。 

２ 行政は、職員の適正な配置を行うとともに、研修の充実により、必要な能力の向上を図り

ます。 

（行政手続） 

第32条 行政は、行政手続における公正の確保と透明性の向上を図らなければなりません。 

２ 前項に規定する手続に関し必要な事項は、別に条例で定めます。 

 

（議会と行政の関係） 

第27条 議会及び行政は、町民の意思を的確に反映させるよう、議論の透明性と緊張感をもっ

て運営しなければなりません。 

２ 議会と行政は、地域特性を活かした独創的な政策立案を図るため、広く専門家や町民各層

の意見を聴くとともに、積極的に研修会等を企画し、中標津町の発展のため活動しなければ

なりません。 

第7章 議会と行政の関係 
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（町民の権利） 

第13条 町民は、議会及び行政に関する情報を知る権利が有ります。 

２ 町民は、議会及び行政に参加する権利が有ります。 

３ 町民は、前 2項の権利を行使し、又は行使しないことを理由に不利益な取扱いを受けませ

ん。 

４ 町民は、法令の定めるところにより、行政サービスを公正に受ける権利が有ります。 

（町民の役割） 

第14条 町民は、安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会を築くため、町民相互の自主

性と自立性を尊重し、町民が主体の自治の実現を図ります。 

２ 町民は、町民の権利の行使に当たっては、発言と行動に責任を持つとともに、将来の世代

に配慮します。 

３ 町民は、法令の定めるところにより、行政サービスを公正に受けるために必要な負担を担

います。 

（町民の意見提案への対応） 

第10条 議会及び行政は、前条の規定により町民の参加によって寄せられた意見提案に対し、

誠実かつ迅速に対応し、総合的に検討します。 

２ 議会及び行政は、意見提案の検討を終えたときは、速やかに多様な方法を用いて、意見提

案の内容、検討結果及びその理由を公表します。ただし、中標津町情報公開条例（平成 12

年条例第 11号）の規定により公表することが適当でないと認められるときは、この限りで

はありません。 

（住民投票） 

第11条 町長は、次の各号に規定する事項のいずれかに該当し、議会が住民投票の実施を議決

した場合は、住民投票を実施します。 

（１）町議会議員と町長の選挙権を有する住民が、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）の

規定に基づき、住民投票条例の制定を町長に請求したとき。 

（２）町議会議員が、地方自治法の規定に基づき、住民投票条例を発議したとき。 

（３）町長が、中標津町の重要な課題に関して、住民の意思を直接確認する必要があると判

断し、住民投票条例を議会に提案したとき。 

２ 議会及び行政は、住民投票の結果を尊重しなければなりません。 

 （協働の推進） 

第12条 議会及び行政は、町民と協働して地域社会における課題解決を図るために必要な措置

を講じ、町民の自主的及び自立的な活動を尊重しなければなりません。 

第3章 町民 
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（議会の役割） 

第20条 議会は、住民から選挙で選ばれた議員で構成される中標津町の意思決定機関であり、

政策を立案するとともに、行政運営を監視する機関です。 

（議会の権限） 

第21条 議会は、予算、決算、財産及び政策執行等にかかわる議決を行う権限が有ります。 

２ 議会は、条例の制定、改正及び廃止の権限が有ります。 

３ 議会は、行政の事務に対する監査請求や調査等の監視の権限が有ります。 

４ 議会は、地方自治法の規定に基づき、条例で定めるところにより議決する権限が有ります。 

（町内会及び町民活動団体の定義） 

第15条 町内会とは、居住する地域の地縁による団体をいいます。 

２ 町民活動団体とは、主体性をもって組織し、社会貢献活動により公益の増進に寄与する団

体をいいます。 

（町内会及び町民活動団体の役割） 

第16条 町内会及び町民活動団体は、地域社会において自ら考え、行動し、活動の充実に取り

組みます。 

２ 町内会及び町民活動団体は、多くの町民の参加を促進するために必要な環境をつくりま

す。 

３ 町内会及び町民活動団体は、地域の課題解決のため、相互の連携や行政との協働により、

活動の充実を図ります。 

４ 町内会及び町民活動団体は、地域社会における課題解決のために、行政に対し、協議提案

をすることができます。 

（町内会及び町民活動団体にかかわる町民の役割） 

第17条 町民は、互いに助け合い、安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会の実現のた

めに、町内会及び町民活動団体を組織します。 

２ 町民は、地域社会の担い手である町内会及び町民活動団体の重要性を認識し、その活動に

協調性をもって積極的に参加し、これを守り育てます。 

（町内会及び町民活動団体にかかわる議会の役割） 

第18条 議会は、町内会及び町民活動団体の自主性と自立性を尊重し、連携を図ります。 

 （町内会及び町民活動団体にかかわる行政の役割） 

第19条 行政は、町内会及び町民活動団体の自主性と自立性を尊重し、連携を図るとともに、

その活動を促進するため、支援します。 

第5章 議会 

第4章 町内会及び町民活動団体 
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（町長の責務） 

第24条 町長は、中標津町の代表者として、行政運営を総合的に行い、その公正の確保と透明

性の向上を図らなければなりません。 

２ 町長は、基本計画等に基づく政策、財源等について明らかにします。 

３ 町長は、常に簡素で効率的な組織を構築し、運営します。 

（行政の責務） 

第25条 行政は、行政運営の透明性の向上を図り、公正かつ誠実に執行しなければなりません。 

２ 行政は、町民の意見を積極的に把握し、行政運営に適切に反映します。 

３ 行政は、行政運営に関する情報を町民に分かりやすく提供します。 

（職員の責務） 

第26条 職員は、常に町民の視点に立ち、自らも地域の一員として自覚し、職務を遂行しなけ

ればなりません。 

２ 職員は、常に町民が主体であることを認識し、公正かつ適正に職務を遂行しなければなり

ません。 

３ 職員は、施策の立案及び町民の求めることに的確に対応できる知識を習得し、能力の向上

を図ります。 

４ 職員は、行政組織の横断的連携を密にし、職務を遂行しなければなりません。 

（議会の責務） 

第22条 議会は、意思決定機関としての責任を常に自覚し、基本計画等の実施状況を確認し、

常に将来展望をもって活動する責務を負います。 

２ 議会は、町民からの意見を聴取し、議会運営について町民に説明します。 

３ 議会は、情報共有の原則に基づき、町民に本会議や委員会を常に公開し、議論の透明性を

図ります。ただし、非公開の場合は理由を明らかにします。 

４ 議会は、町民から提出される請願及び要望等に対し、速やかに検討し、回答します。 

５ 議会は、報告会等を開催し、直接、町民との対話の機会を設けるとともに、議会における

議決の内容とその経過を広報紙等で報告します。 

（議員の責務） 

第23条 議員は、住民から選挙で選ばれた公職者として、法律及びそれの基づく政令並びに中

標津町議会議員政治倫理条例（平成14年条例第30号）をはじめとする条例等を遵守し、公益

実現のため活動します。 

２ 議員は、安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会を築くため、町民が主体の自治の

推進と町民福祉の向上をめざし、常に政策提案を行います。 

３ 議員は、条例立案能力、政策立案能力及び審議能力等を高めるため、常に自己研さんに励

みます。 

４ 議員は、町民の意思の反映を図るため、自主的に調査研究を行います。  

第6章 行政 
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